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第
一
：

4

次
世
界
大
戦
後
、
早
く
も
約
ニ0

.

年
の
歳
月
が.

.

経
過
し
た
：。

こ
の
期
間
に
世
界
経
済
は
、

.

ゝ
構
造
的
に
か
な
り
の
変
容
を
.示
し
て
き
た
と
見 

ら
.

れ
名
。
：周
知
の
如
く
、

'

戦
争
直
後
の
時
期
に
お
い•

て
.、

ァ
メ
リ
ヵ
は
混
乱
し
た
世
界
経
済
の
収
拾
者
、

い
.な
む
し
ろ
直
接
的
な
救
済
者
と
し
て 

抬
頭
し
た
。
事
庚、

-

;.
7
:メ
リ
ヵ
は

$

の
：

.

時
期
を
含
め
て
、
.世
界
経
済
の
復
興
期
.を
通
じ
、

.

文
字
通
り
そ
の
主
導
者
と.

し
て
の
役
割
を
果
し
た
と
い_

 

つ
て
：

.

も
過
言
で

.

は
.

な
：い，

,

^

 

^

そ
の
間
、
米•

.

ソ
の
対
立
を.

両
極
と
し
て.

、、猶
界
は
東
西
両
陣
営
に
分
裂

^

悔
界
市
場
も
ま̂

資
本
主
義
世
界
市
場
と
社
会
主
義
市
場
と
に 

1
.1

分
^

れ

与

こ

：の
：場
合
に
も
ァ
メ
リ
’

ヵ
は

::
'

い.
.わ
ゆ
る
西*

ぺ
自
由
主
義
陣
営
の
：旗
手
と
し
？て
;:
:

'

そ
：の
指
導
的
幽
位
を
保
恃
し

.

た
。
/
こ
れ
に
対

I 

' 

.. 

.

.

.

.

. 

、
- 

.

.

.

.

.

.
-

し
:

ソ
連
邦
淹
盟
主
と
す
名
東
方
陣
営
は
、：；

.

：: %

の
衛
星
諸
国
ネ̂

8

の
；

^

^

を
.

通
じ
て
、

''

い
わ
ゆ
る
共
産
圏
勢
力
の®

立̂

拡
大

.

に
努
力
；し'

た
。

.
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れ
る
必
要
を
：生
で
允
。
そ
の
要
因

.

：の
：ー.

：つ
は̂

ィ
ギ
リ
ス
や
起
瓦
^
諸
国
の
復
興
を
基
礎
之
す
る
西
自
丨
ロ
ッ
パ
勢
カ
め
復
活
で
あ
り
ァ
そ
の
ニ 

は
、
い
わ
ゆ
る
低
開
発
諸
国
の
勃
興
を
軸
と
す
る
新
輿
独
立
諸
国
の
進
出
で
あ
る
。

 

‘ 

V
 

第

：ー
.0
問
題
は
、+

戦
後
の
ド
ル
不
足
問
題
：か
ら
ド
ル
危
機
へ
の
移
行
を
含
み
な
が
ら

、

y

 

メ
屮
ヵ

.

の
勢
力
後
退
と、

' 

そ
の
西
欧
諸
国
と
の
協
調 

体
制
の
前
進
を
招
来
し
た
，
そ
し
て
第

1

一

の

間

東
i

題
S

え

ら
：.に
i

す
る 

'

「

自
由
化
と
地
域
化」

.

.の
問
題
、
：.東
西
寶
易
の
間
題
、ベ
低
開
発
諸
国
，の
開
発
促
進
問
題
.、.，
さ
，ら
に
：は
国
際
通
貨
制
度
の
問
題
等
 々

を
含
ん
：.で
、
：現
段
階
の
世
界
経
済
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
転
形
期
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

,
:

そ
と
で
こ
の
転
形
期
の
内
容
.の
解
明
が
問
題
と
な
る
わ
け
.で
あ
^

。
亡
こ
，で
は
そ
れ
に
先
立
ち
、
戦
後
の
世
界
経
済
の
推
移
に
つ
い
て
、
次
の 

概
括
を
行
.っ
て
お
：く
と
^

が
、
便
宜
で
あ
_る
と
考
え
る
。
.

'.
.
;丨3

'

'こ
の
点
に
関
連
じ
て
、
ず
で
に
国
際
連
合
の
.，「

一：九
.五
五
牟
世
界
経
済
調
査
報
告」

：は
、
..
.い
わ
ゆ
る
私
企
業
経
済
諸
国
に
お
け
る
戦
後
一
〇
年

(

注
一) 

：

間
の
発
展
の
経
過
を
回
顧
し
、
こ
れ
を
次
の
四
つ
の
局
面
に
分
け
て
考
慮
し
て
い
る
。
：

第
一
の
局
面
は
、
終
戦
直
後
か
ら
一
九
四
八
年
末
に
お
よ
ぶ
い
わ
ば
戦
後
の
経
済
危
機
の
時
期
で
あ
り
、
こ
の
期
間
は
、
戦
争
に
よ
る
荒
廃
地 

域
に
お
け
る
極
端
な
生
活
水
準
の
低
下
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

.

.

第
二
.の
局
面
は
.、

一
九
四
九
年
の
初
め
か
ら
朝
鮮
戦
争
に
い
た
る
期
間
で
あ
り
、
こ
の
局
面
は
終
戦
直
後
の
危
機
に
よ
っ
て
蔽
い
隠
さ
れ
て
い 

.た
構
造
上
の
問
題
が
表
面
化
し
た
時
期
と
見
ら
れ
る
。
こ
と
に
こ
の
册
間
の
経
過
の
ぅ
ち
に
、
根
本
的
な
諸
問
題
が
、
差
迫
っ
.た
危
機
の
諝
条
件 

が
克
服
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
消
滅
せ
ず
、
む
し
ろ
次
第
に
慢
性
化
し
て
き
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
.。
世
界
的
な
ド
ル
不
足
の
形
を
と
る
国
際
的 

な
不
均
衡
は
、•
そ
の
一
つ
の
典
型
で
あ
る
。

' .」

f

ミ
 

第
三
の
局
面
は
，.：
一
九
五
〇
年
の
半
ば
か
ら
.一
九
.五
ニ
年
末
ま
^

で
あ
り
.、
朝
鮮
戦
争
の
局
面
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
こ
の
戦
争
の
も
た
ら
し 

た
原
材
料
ブ
ー
ム
と
、
そ
れ
に
続
く
崩
落
な
ら
び
に
そ
の
調
整
の
期
間
と
し
て
示
さ
れ
る
。

第
四
の
局
面
が
、
，そ
の
後
の
新
し
い
拡
大
の
時
期
，

で
： .あ

#
：

と
同
時
に
、
本
質
的
な
障
害
に
も
直
面
し
て
い
る
時
期
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
九 

五
兰
丨
五
四
年
の
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
軽
微
な
景
気
後
退
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
は
し
た
が
、

九
五
四
丨
五
五
年
に
引
き
続
い
た
、
い
わ
ば
世
界 

の
高
原
景
気
の
時
期
に
肖
る
。

，

>
:
.

国
連
の
同
報
告
で
の
分
析
技
こ
こ
.で
終
っ
て
い
る
わ
け
で
.あ
る
が
、
こ
の
.よ
う
な
諸
局
面
を
画
す
る
時
期
上
の
1?
:

分
線
を
、
適
確
に
引
く
こ
と. 

，は
難
し
V

だ
が
同
報
告
.に
.

摘̂
さ
れ
て
.
Vる
如
く
戦
後
の
世
界
経
済
の

「

復
R

か
ら
長
期
成
長

」

^

ョ
日
w
i
p
g
^
.
^
a

s'
p
s'
L
o
n
g
-
t
e
r
m

人
注
ニ) 

• 

•

G
r
o
w
t
h
)

の
推
移
を
示
す
上
に
、
ニ
つ
の
基
準
的
な
資
料
と
見
な
し
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

筆
者
商
身
_も
既
稿
.の

.1
1
文

「

世
界
経
済
#

制
め
.再
調
整
斯」
(

三
田
学
会
雑
誌
、
第
五
十I

巻
證
号
所
載)

に

お

い

て

、

右

.の

国

連

調

査

報

告

に 

よ
る
分
析
を
引
用
し
た
後
、「

現
実
に
そ
の
後
‘の
世
-#
の
景
気
は
、
.
一
九
五
七
.年
初
頭
以
来
、

ア
メ
リ
力
の
景
気
の
低
迷
を
主
軸
と
し
てr

不
安 

定
な
経
過
を
迪
り
、
い
わ
ゆ
る
転
換
期
.の
様
相
を
強
め
.つ
つ
秘
淀j

と
指
摘
し
た
。

し

か

も

同

時

に

、
：
：

「

こ
と
，で
：は
い
：
っ

そ

う

概

括

的

に

前

述

の

熾

後

十

年

間

の

.経
過
を
一
括
1

て
、
先
進
国
経
済
に
と
っ
て
は
戦
後
.の
経
済
復
興 

期
と
見
な
し
、
.
こ
れ
に
対
応
し
て
、
.
低

開

発

国

経

済

に

，
と
：
っ

て

は

ノ

こ

.の
期
間
を
経
済
開
発
.の
準
備
期
と
解
す
る
こ
と
'.と
1>
^

そして現在
 

の 

<
1
.

九
五
八
年
当
時

)

.
い
わ
ば
転
換
期
の
意
味
を
、
前
者
に
_,
つ
'い
て
は
、.
：そ
の
.復
興
の
基
礎
の
上
$ 

後
者 

に
関
し
て
は
、
本
格
的
な
経
済
開
発
'

Q

段
階
に
進
み
う
べ
き
時
期
と
.解
釈
す
る
。
但
し
い
ず
れ
も
そ
の
可
能
性
が
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
両
渚 

に
と
っ
て
、
こ
の
よ
5

な

段

階

へ

の

，進

展

が

保

証

さ

れ

て

い

る

.わ
け
で
は
^

§
1
)」

と
見
た
。

•

,

し
た
が
っ
て
続
け
.て
，「

む
し
ろ
現
実
に
は
、
こ
，の
転
換
期
に
お
け
る
国
際
政
治
上
，

世
界
経
済
上
の
諸
問
題
の
発
生
が
、

多
く
の
動
揺
や
摩 

擦
の
要
因
を
導
入
し
、
'.
世

界

経

済

，は

全

体

と

し

て

安

定

的

な

発

展

期

に

向

?

て
で
'は
な
く
、
逆
に
不
安
定
期
を
迎
え
て
い
る
如
く
で
あ
る
。

.
そ
の
意
味
.で
；、
：最
近
の
'.
'(

一.A

五
七
年
r

五
八
年)

.
世

界

景

気

.の
停 

が
、.

の
狭
義
の
問
題
に
限
定
さ
れ
ず
に
、
世
界
経
済
は
よ
り
根
本
的
に
経
済
体
制
上
の
い
わ
ば
広
義
の
苒
調
整
期
に
あ
る
と
の
理
解
.が
成
り
立 

戦
後
世
界
経
済
の
諸
特
徴 

.三
'(

一
八

L)
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め
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貧

動

因

髮
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後

め

世

囊
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德
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ち
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ソ
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議

問

題

：の
も
：づ

.意

義

：は>::い

衾

さ

か

も

靈

し

そ

：
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^

い
；：

れ
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。'そ
.裳

歷
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ま

^

こ
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稂

底

に

横
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わ

：る 

も
.の
：と

じ̂
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：：
戦

後

世

界

経

済
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も

っ

^

*
お
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讓
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.

:
こ
；
の

点

に

づ

：ぃ
，
て

、

M

に
筆
者
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
世
界
経
済
が
示
し
た
具
体
的
な
諸
特
徴
に
関
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
場 

合

と

比

較

対

照

し

な

が

ら

、
：
次

.
0
:西

点

富

摘1>
|
1
.
0
:
:

-

1

一')

は
.、
.戦

勝

国

と.敗

戦

国.と

め

閱

に#
け
；る

麄

勇

め
' 7

ジ
バ

ラ

，
、就

中

、

ア
メ
リ
^

生
産
力
の
”蹕
進
.に
対
し
て
、

.
独

•
伊
'•
ロ
な
ど
办
敗
戦
闺
の
ほ
と
ん
ど
全
商
的
な
解
体
が
挙
げ
ら
れ
る
。

.

i

e

l

p

.

 こ
と
：に
戦
炎
国
と
非
戦
災
国
と
の
間
^

お
け
る
.
ア

ン

-
:
一
 

フ
ン
ス
，
の.箱

で

あ

り

、

と
.
の
場
合
■に
も
、
.
ア
メ
リ
ヵ 

経
済
力
の
.
絶

対

的

屋
^

対

し
.て
：'.
:ィ
ギ
リ
ス
、：、
:

2

フ
：.ン
；：；う 

中

国

等

々
©

繁

闺

め：

地
位
が
対
比
せ
し
め
ら
れ.る
。
：

:'
'

(

三)

 

'
,は
、
多
く
の
旧
植
民
地
に
'お
-け
る
.政
治
的
独
立
：：の
達
成
、

経
済
的
近
代
化
の
前
進
を
背
最
と
す
る
対
旧
宗
主
国
関
係
.の
：変
苹
マ
^
 

そ
こ
.
で
は
：嘗

て
.
の
如
き
両
者
間
に
：浮

る

従

歷

係
の
棄
却
が
具
現
さ
れ
て
い
る
。

(

四)

は
，
..
ソ
ヴ
工
^

速

膏

身
&
:ら
，び
_

い
わ
ゆ
る
養
^

1

^

:の
拡
犬
を
義
と
す
る
社
会
主
義
的
批
.界
経
済
体
制
.：の
前
進
.と
、
こ
,
れ
と
.
 

|

主
碧
世
界
経
済
体
制
の
確
然
た
：

.

る
分
立
:-

対
立
の
進
展)

で
あ
る
0:
.

.

.

.
 

、

：
-:
:

.

.■ .
:

.

:

,

因
に
、
第
，1
次
世
界
大
戦
&

•!
«
:界
®

^
か
特
徴
と
し
七
举
げ
^

の
は
’

次
ゐ
奮
爷
あ
牙
^

ヽ
ず
な
扣
ち
：::
'
)̂
: 

: 

国
S :
^

P
I1
ど
の
間
.に 

お
け
る
経
済
力
の
：1

懸
嗝
で
あ
り
、
.
が

ぅ

東

で

：も

な

く

ド

.
\
ッ̂
，
は
：じ

め

同

盟

諸

国

の

没

落

と

連

合

国

侧

の

経

済

的

優

位

の

確

立

。

9

戦

勝

国 

相

互

間

に

お

け

；る
！

^

^

不̂g

衛
0

増
太
で
あ
々
、
.戦
前
，：の
ィ
ギ
.リ
ズ
に
代
る
、

s

 

メ
：.
U
,ガ
；合
^
1
1
:の
拾
頭
^

い
し
樣
日
本
や
ィ
.タ
リ
1

な
.ど
の
進 

出
。
㈢

'

本
国
と
植
民
地
と
の
間
に
お
け
る
経
済
力
.の
変
化
で
あ
り
、
例
え
ば
ヵ
ナ
ダ
？
，オ
ー
ス
ト
％

リ
ア
、
ィ
ン
ド
等
を
は
じ
め
、
各
植
民
也
.
 

に
4

^
ー
る
エ
|

^
の
如
盤
0

辨

：

中
に
お
け
る
：ソ
ヴ
^

ト
連
邦
0
生

靡

と

そ

ぬ

戦

後

め

：

.進

展

が

，—*
-
ー
づ
の
世
界
緙
^

^

^
立
'の
^

^

,築
'
 

い
.た

こ

と'0
‘
'
：

 

- 

. 

'
.
.
.
. 

.

じ

'
.
.
:
.
■

.：

こ
0

よ

ぅ
^

見

；る

と

、
，
す

：
で
；
に
第
二

 ：

次
世
界
大
戦
後
^

見
ぢ
.れ
た
世
界
経
済
の
諸
特
徵
と
'
:4
れ
：に
^
づ
く 

が
い
そ
.の
後
:̂

做

界

恐

懷

の

「

経 

験
を
葛
約
ニ
：〇
年
問
0

経

過

、

さ

ら

：に

は

第

1

一

次

世

类

戦

：の
過
程
を
：通

じ

て

、
肉

楚

終

屢

解

決

%

ー
ボ
す
こ
：と

な

く

、

•む

し

.ろ

拡

大

.
強

f

れ

た

形
で

、；
戦

後

め

世

識

済

ぬ
-f
e

に
、
；
：«
要

な

課

醫
|

か
け
だ
尨
襲
さ
れ
今
.
.::
'

.

:

パ• 

V 

.

.
’ 

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

劝
え
.て
こ
；の
場

合

、：前
記
：の
第
一
ー

『

次
1«
:
界
天
^

^
の
；；̂

徴
を
通
1:
-

て
流
れ
：る
^

^
1«
:

^

済̂
.の
$

本
^

^
質

ど

し

；て
ヤ
：各
_

の
^

^
経
®

存

立

：
.と

発
«

に
.
.と
0

^
、

世

界

経

済

的

要

因

の

も

つ

決

定

的

.な

童

要

性

を

挙

げ

，て

お

く

.ベ
き
と
考
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
戦
後
に
お
い
て
、
い
ず 

.
戦
後
世
界
経
済
の
諸
特
微
' 

' 

K

.
 (

_-
.
九
--
.)



 ̂

- 

.

.

.

'■
-
• 

_

:

.
六
:
'
-

a

 

九 
二) 

、
れ

.
の

固

民

経

済

も

-|
1
!
:
:
-界
経
済
的
^

^

.を

：離

れ.̂
.は
:;
^

続
_し
.え

な

.い

ム
^

ぅ

：-;

と
.
.で
'あ
る
。.
.：マ
、
^̂ 

.
'
へ'
.へ
'〕

'

,

'

'

.ず
。
.

：

.
%も
'ろ
ん
歴
史
的
&

見
；で
も
，
餐
本
主
義
的
世
界
驗
済
0'
.発
展
：は
、
-
:常
に
へ
そ
の.重

要

：な

側

面^:;
.国

際

間

に

：.お

け

る

變

交

流

関

係

を

保
 

持

し

て

きた
。
<
 

た
.だ

第
-;
'
次

世

界

大

戦

後

に

お
0

て

は

，1
い
わ
：ゆ
：る

世

界

経

済

的

要

因

が

、

従

来

と

は

、比

較

に

な

ら

な

い

ほ

ど

の

重

要

性

を

も
 

:.
:
-
:ち
、
各
国
民
経
済
0
存
立
^

と
づ
.て
：ド
、5

^

;.
..

と
"

の
点
に
関
し
て
は
、
す
で
に
詳
し
ぐ
論
及
し
た
：こ
と
が
あ
る
の
：で
、

)

こ
：-

で
0:

重
複
を
避
け
た
い
と.

考
え
る

.

が

、

た

.
だ

次

の

点

を

指

摘

し

て
 

お
ぎ
た
い
。
そ
れ
は
第
ゴ
次
世
界
大
戦
後0 ;

世
界
経
済
に
つ
い
て
は
、

.

：前
記
の
関
連
は
、

•

戦
勝
国
で
あ
る
と
敗
戦
国
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
ま
た 

先
進
国
と
低
開
発
国
：の
差
違
ね
関
係
な
く
、

.

，か'

つ
社
会
経
済
体
制
の
：異
同_

も
関
係
な
し̂

ぅ
原
則
的
に
：色

：;

る
0

:
'
'
:

 ̂

:

■■
:
:
'
:
.
'

■.
.

':-
.
,
,-.
: 

.

'

,

'

'

-

:

i
f 

;
 

■

■
た
だ
し
世
界
経
済
的
関
連
の
保
持
：の
必
要
性
：の
度
合
：に
つ
い
て
.は
、
例
え
ば
建
国
後
間
も
.な
い
.多
_く
の
&

開
発
諸
国
、
そ
れ
も
と
く
に
弱
小
'な 

国

々
に
'と
ら
；て
、
い
'
:っ
；そ
’

緊
切
な
も
6

が
：あ
る
と
と
は
、.い
、ぅ
龙
で
.も
：な
いo

/- 

'し
か
も
既
の
如
き
各
国

.の
経
済
力
発
展
の
^

に
お
け
る
'ア
ン
パ
.ラ
ン
ポ 

ひ
.い
て 

は
世
界
経
済
全
体Q

拡
大
的
発
展
を
期
待
し
難
い
こ
と
に
.
.な
：.る
。
そ
こ
で
多
少
と
も
意
識
的
に
、
何
等
か
の
手
段
•
方
法
を
講
ず
る
こ
と
に
ょ
っ 

て
、
綜
合
的•

有
機
的
な
M

連
の
設
定
、
.
換
言
す
れ
ば
世
见
経
済
の
組
織
化
が
要
望
さ
.れ

る

こ

と

は

、
蓋

し

当

然

と

：
い

え

ょ

ぅ

"

か

く

し

て

こ

の 

方

向

へ

の

運

動

：を

、
‘
戦

後

世

界

経

済

の

基

本

的

動

向

と

考

え

て

差

支

え

あ

る

統

ザ

戦
争
直
後
に
お
け
る
'「

一
つ
め
世
界」

樹
立
.に
向
っ
て
の
鼢
き
は
、：

明
ら
か
に
：
 

一0
:

の

理

想

図

'で

は

あ
っ'
た
が
、
戦
争
へ
、の
反
省
.を
根

拠

と
し 

て
、
.
恒

久

的

な

平

和

の

確

立

を

念

願

と

す

る
世
界
的
な
組
織
化
連
動
の
現
わ
れ
で
あ
.
.っ
た
。
国
際
連
合
の
結
成
や
そ
の
傘
下
の
各
種
の
国
際
経
済 

機
構
の
発
足
と
進
展
は
、
そ
.の

拘

束

力

め

範

囲

.と

程

度

に

種

々

の

差

は

あ
る
が
、
同
じ

方
向
へ
の
努
力
を
示
し
て
い
る
と
'
い
え
る
。

こ
と
に
現
実
の
問
題
と
し
て
、

「

ニ
っ
の
世
界

」

へ
0:
分
裂
が
進
行
し
た
が
、

O

E

E

C

—

^

O

E

C

D

や
コ
メ
コ
ン
の
進
展
に
觅

*ら
11
る
ょ

ぅ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
営
の
中
に
お
い
て
も
、：：組
織
化
の
運
動
は
続
け
ら
れ
て
.お
り
、
ま
た
近
年
の
地
域
化
傾
向
の
前
進
に
関
し
て
も
、A

J

の
視 

角
か
ら
の
評
価
を
容
す
も
.の
と
思
わ
れ
る
。

:
,

そ
こ
で
上
述
の
基
本
的
な
特
質
や
動
向
を
前
提
と
し
で
>

戦
争
直
後
に
見
ら
れ
た
既
掲
の
世
界
経
済
の
諸
特
徴
が
、
そ
の
後
現
在
に
い
た
る
約 

■ニ

〇

年

の

間

：に
、

'ど
の
ょ
ぅ
な
変
貌
を
呈
,1
>
て
.き
た
か
を
、
こ
こ
で
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

.

.
先

ず

(

ー.)

_の
点
に
.つ

い

て

は

、
：
と

り

わ

け

西

ド

ィ

ツ

.や
-日
本
の
顕
著
な
復
興
と
発
展
、
さ
ら
に
近
年
に
お
け
る
ィ
タ
リ
I

経
済
の
好
転
に
ょ 

っ
て
、
戦
勝
国
と
の
間
の
.格
差
は
、.
|
応
解
消
し
た
も
の
.と
；
い
..え

る

:°

.そ
し
て
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が(

一
一)

の
点
に
つ
い
て
も
当
'て
は
ま
る
。
た 

だ
し
そ
こ
に
は
、.：
西
'ヨ
ー
ロ
.
-ツ
バ
大
陸
に
お
け
る
£

£

0ひ
成
立
と
進
展
、
©

^
丁
<
:の
存
在
、
さ
ら
に
西
ヨ
~ 
ロ
ツ
バ
諸
国
と
ア
メ
リ
カ
、
力 

ナ
，
ダ

を

罾

ぶ
0

E

C

Dの
形
成
な
.ど
.に
示
さ
れ
る
如
く
、.
資
本
主
義
先
進
諸
国
間
に
お
け
る
国
際
協
調
の
路
線
が
著
し
；く
進
展
し
.て
い
る
こ
と
が 

注
目
さ
れ
る
。
日
本
も
ま
た
先
進
国
.へ
の
途
を
迪
っ
て
、
。近
く 
O

E

C

D
へ
の
加
入
を
.予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
改
め
て
説
く
ま
で
も
な
い
。

か
く
し
て
問
題
は
、
主

と

し

て(

三)

と

(

四)

の
淖
を
め
ぐ
っ
て
胚
胎
す
る
。
こ
と
に
§

)

に
関
し
て
は
、
す
で
に
数
多
く
の
低
開
発
諸 

国
が
政
治
的
独
立
を
達
成
し
、
：
か
つ
.経
済
的
自
立
の
'目
標
を
成
就
す
る
た
：め
に
、
鋭
意
経
済
開
発
を
励
行
中
で
あ
る
こ
と
'が
、
挙
げ
ら
れ
な
く
て 

は
な
ら
な
い
。
.
.そ
の
.ぅ
：ち
少
数
の
も
の
は
、
、

「

開
発
途
±

国」

：
,-
'の
名
に
相
応
し
く
'
.発
展
の
軌
道
に
の
'り
入
れ
た
国
も
あ
る
。
し
か
し
多
く
の
場 

合
に
は
、
国
内
の
政
治
的
不
安
定
、
国
際
政
治
環
境
の
錯
綜
に
加
え
て
、
国
内
経
済
の
不
安
定
に
悩
み
、
住
々
に
し
て
経
済
開
発
が
停
頓
を
示
す 

こ
と

も
見
出
さ
れ
る
:0
そ
:-
に
後
述
：の

.

(

四)

!:
,
.の
点
と
関
連
し
そ
：

•
る
限
り
、
.
.先
|

国
と
低
開
発
舊
の
発
展
の
格
差
は
ハ
引
続
い
て
拡
大
す
る
傾
向
|

り
、''
.こ
の
問
題
の
解
決
は
、
'
.一
へ
九
六0

年
代
を
通
じ
て

の
，
重
要
な
課
題
の1

つ
と
目
さ
れ
る
。
. 

-

.

.

.

.

. 

• 

■

.

:

_
:

(

.四)

'
の
占
£

_
1>
て
：は
、
ニ
0

’，の
世
界
経
済
体
制
'の

対

立

，、
ぺ
あ

.る
：い

は1
:ー：
つ
：
の

世

界

市

場

0

分

裂

は

、
：：
こ
：れ

ま

で

：

の

世

界

経

済

の

具

体

的

な 

ノ

動

向
1

す

る

主

：要

な

要

因
_で

あ
.0
た
:1
>
、：'
^
た
：そ5

し
：た.作
用
を
持
続
す
る
.
;%
0

と

解

洚

れ

る

.デ

.

戦
後
世
界
経
取
の
諸
特
か
：

,

，

.

.
,

七
,'(

一'
九
三)

：

.



■
I
.
"一'
:
?
:
'
ラ
 

' 

■ 

. 

A 

p

i

の

両

陣

営

の

間

で

は

、
，
対

立

，
の

廣

化

と

緩

和

，
の

起

伏

が

繰

返

' $

れ

な

が

ち

、
，
東

西

貿

易

の

問

題

を

提

起

4

1

ら

れ

る.、い

お

ゆ

る

雪

解

け

傾

向

.の

進

展

に

. 4

拘
ら
ず
，
両
者
.
.の
間
.で
0
6

1

な
了
解
や
8

の
成
立
を
楽
観
し
て
期
待
す|

と
|

し

、

■で s
f

:'
へ'
:

-

^

^
 

」

、

..
:
ン

.
二
 

■ 

:

,

.

'

:

. 

:

こ
と
.に

共

産

圈

内

に

お

计

省

牛.
.
ソ

ー

論

争

の

囊

は

、

：

J

,

r D

の

波

紋

を

投

&

か

け.

て
.
い
る
。
.と
は
.い
.免
I

コ
ン

体

制

の

強
t

続

け

ら

れ

.
て 

V

る

の

で

、
，
：
資

本

主

義

諸
国
と
.
.の

間

の.「

援
助

競

净」

：：，.め
展
開
を
含
め

.
て
"

：
世
界
経
済
の
今
後
：の
発
磨

^

る
。
.

;
. 

'

パ
:'
:
.
.
.
..
.
. 

.

.

. 

:

'
.
'

パ
：：..へ
：'へ
-.■

: 

.

.

ぐ
、

：
：
'
. 

■
,

た
だ
し
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
一
一
つ
の
世
界
の
対
立
が
永
久
に
続
く
と
速
断
し
て
ば
な
ら
.な
い
0

一
 

方
{-
-
お
い
て
、
こ
の
ニ
つ

の
分
極
点
を
中
心
に
、
' 

の
対
立
が
継
続
す
る
可
能
性
を
も
つ
.反

面

、

他

方

に

，
お

；
い

て

、

.：

「

第
三
勢
力」

.
が
出
現
す
る
こ
と
も
予
想
の
瑕
.り
で
な 

、
0
 

/

'

要

は

世

界

経

済

は

,.
.,

今

後

と.

袁

な

f
V

の

動.

揺

を

続

け

な

，
が

ら

、

.

あ
る
時
は
統
一
：
化.

の
方
向
へ
、
そ
し
て
他
の
時
：は
分
裂
化
の
動
き
を
持
続
す 

る
に
相
違
な
い
：0

I V

た
が「

0
て

現

段

階

：か

ら

近

：
い

将

来

に

：

.

つ
い
て
め
見
透
乙
：を
：も

含

め

て
.:
>

転

形

期

の

世

界

経

済

め

構

造

|

.

化

を

招

く

要

因

と
 

し

て
-;
'

*

括
的
に
次
の
四
点
を
挙
げ
るこ
と

が

で

き

書

ょ

ぅ

。
; .
す

な

わ

ち

そ

れ

は

r

パ

I
、

い
.わ
ゆ
る
東
西
問
題
と
.の
絡
み
合
い
.に
お
■け
る
南
北
問
題
の
進
展
。
：
'
V
.
: 

' 

;

ン ̂

. 

.

.

1
1、

：右
と
.の
関
連
に
お
±

る
先
進
諸
国
間
.に
.お
：け

る

国

際

協

調

体

制

の

前

_

 

.

三
、：
地
域
化
と
自
由
化
の
併
進
と
分
化
の
可
能
性
。.

.

へ

'」

. 

：

：

.
:

■'

'

'
四
、.
低
開
発
諸
国
.の
開
発
促
進
：と

.：：F

第
窆
市
場」

の
問
題
0
::
，

ベ

.
一. 

.
-

も
と
ょ
り
こ
れ
ら
以
外
の
経
済
的
要
因
の
作
用
や
、
.時
に
は
政
治
的V

社
会
的
要
因
の
影
響
を
軽
視
す
る
意
図
は
，な
い
。

し

か

し

前

記

の

四

つ
 

の
問
題
点
に
つ
い
て
.

Q

考
察
令
進
め
る
こ
と
に
よ
'っ：て
、
_多
少
'と

.%
現

実

の

世

界

経

済

，の

実

態

を

明

ら

か

虼

し

、
：
併

せ

■て
近
い
将
来
へ
の
洞
察
.に

役
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
■る
と
思
ぅ
。

，
'
.

(

注一
)

拙
著
ィ
四
訂
世
界
経
洚
論」

ベ
泉
文
堂
刊)

ニ
五
六
具
。

(

注
一
一)

：
：|
1
書
、.

5
ー
〇
頁
"

..

.
:ク

(

注
三)

.
前
掲
書
、.
第
八
章
第
一
節
参
照
•
：
'
,

.

(

注
四)

：
前
掲
書
、
ニ
六
〇
頁
。

前
頁
に
挙
げ
た
四
つ'の
問
題
点
に.つ
い
て
.、
：こ：
$

.1
.

:、
し
ば
し
ば
一
九
五
0

年
代
の
世
界
経
済
は
、V

東
西
問
題
を
中
心
と
し
.て
.展
開
を
示
し
た
の
に
対
し
、

一
九
六
◦
年
代
は
南
北
問
題
の
時

代

 

と
し
.て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
：
し
か
し
す
で
.に
触
れ
た
如
.く
、

.こ
；
.の

両

者

は

相

互

に

関

連

し

つ

：

.つ
進
展
す
る
性
質
の
も
の
，で̂
^

発
地
域
に'

対
す
る
援
助
競
争
の
，問
題
と^

て
具
現
さ
：れ
て
：い
る。
：
'
:
:

:'
'

.

\

,

:

:

'

'

\

,

;

■
:

こ
' 

Q

事
実
は
後
述
の
ニ
ー
因
の
：各
問
題
劣
も
関
係
を
、も
つ
に
：外
な
ら
な
い
、が

.、
：，
，：
，何

ょ

力

も

世

界

市

場

の

狹

K
化
を
：そ
の
塞
因
と
，す
る
も
め
.と
.解 

さ
れ
る
。

つ
ま
り
二
つ
に
分
裂
し
た
世
界
市
場
：に
，加
え
て
，、

'
:い
わ
.ゆ
る
自
由
化
の
：行
詰
り
や
地
域
化
め

開

発

諸

国

：に

着

目

せ

し

.：め
：ず

に

は

お

か

な

_い
。.
そ

の

意

味

：で
、
.と
‘く
に
資
本
主
義
諸
国
は
、.
'，低

開

発

諸

国

の

経

済

.
生

活

水

準

の

向

上

を

謳

い

な
’

が
ら
も
.、
■;
.そ
の
根
底
に
お
い
て
、
.
市
場
拡
大
慾
を
蔵
し
て
い
る
>」

と
を
：否
め
な
い
、

た
だ
し
.そ
の
場
合
、
既
往
の
ょ

.ぅ
な
経
済
的
従
属
関
係
の
設
_

定
を
企
囪
：せ
ず
に
、

.

相
互
補
完
関
係
め
樹
立
を
目
指
し
セ
い
：る
占

t

に
..
'

.

新
鮮
味
を
« -

ち
出
そ

.

ぅ

：
と

：
し
，
て

い

る

如

く

.

で
あ

.

_

る
。
し
か
し
低
開
発
諸
国 

の
工
業
化
の
：進
行
に
伴
い
、
: :
;

部
分
的
に
は
先
進
諸
国^

の
間
に

'

競
合
関
係

.

の
発
生
、が
考
え
：ら
れ
名^

け
'

に
.

、.

.

ど
と
ま
で
こ.

の
ょ
ぅ
な
相
互
.補
完
性 

が
維
持
で
き
る
か
、
疑
問
な
き
を

£

:

な
い
。)

恐
ら
く
若
干
の
低
開
発
諸
国
は.

、'

や
が

.

.

て
先
進
エ
業
国
の
；列
に
：加
わ
る
で
あ
ろ
ぅ
し
、
ま
た
逆
に
若 

戦
後
世
界
経
该
の
諸
特
徴

 

九

(

一
九
五〉

'V.
\ 

■ 

.
■
.
.
.
 

-
; 
..

..
;

■
■
’

 

.

.

,

■■
■

,

.■

一
'

.

: 

.

'

'

/

 

■

 

^

 

■

 

■

 

■

_

.

.

.

 

.
■
. J

 

'

.

:

'



:千
：.の
低
開
発
諸
国
..は
.：
へ
再.ぴ
.^ '
済
的
な
従
^

国
0
!1
1

^

に
転
落
..ず
る
"こ
^

^
余
養
な
く
さ
れ
る
.と
想
像
^
.
.れ..る
。

.

'•
，ン
と
_れ
に
対
;1
>
;.
:

共
產
^

^

.か
':
6
>の
援
助
3:
作

め

真

意

を

；、
：

;.
'
-
'
'資
本
主
義
諸
国
.か
ら
.の
そ
れ
と
'同

列

視

す

I

る
こ
.
と
は
妥
当
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。 

し
か
じ
両
陣
営
の
対
立
関
係
が
絲
く
か
ぎ
り
フ
前
者
が
後
者
の
.援
^

^
勢
仓
座
視
し
て
い
る
窖
は
な
い
f

か

く

し

て

対

抗

上
か
ら
、
自

己

の

»
胄 

へ
の
誘
引
を
企
：層.る

も

の

と

，思

わ

れ

る

。
：
そ

.の

眼

り

南

北

間

題

，の

円

満

な

解

決

の

如

何

に

、

：：

一
九.六
0

年
代
の
残
り
.0
期
間
に
お
け
る
世
界
経
.
 

済
め
安
宠
と
発
展
の
帰
趨
が
懸
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
貢
で
は
な
い
で
あ
ろ
各
て
' 

.

こ
：
.

い
'

^

:

ン

'

1ー> 

こ
の
：ょ
う
.な
観
点
か
ら
す
る
と
、.
.
.当
：然
同
為
の
目
標
を
卻
く
先
進
諸
国
間
に
国
際
協
調
の
.緣
を
推
進
す
る
努
カ
を
生
む
0
と
.は
^

む
し
ろ 

必
然
の
勢
と
い
え
ょ
う
:0
す
ヤ
に
0
£
:0

0
傘
：下
.の
ゎ
入
9
は

、
ゥ

そ

の

具

体

化

方

策

を

進

め

，つ

.

.つ
あ
り
、'
.ま
た
£

瓦
0
が
加
盟
諸
国
の
旧
ァ
フ
リ 

.ヵ

.植
民
地
.の
共
同
開
発
の
た
め
に
ブ
共
同
開
発
基
金
を
設
定
；し
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
'ぢ
1̂

こ
と
：に
-D
A

c
に
お
い
て
は
、
参
加
諸
国
：の
資
金
分
担
に
次
い
で
、
援
助
対
象
地
域
の
地
域
別
分
担
に
進
む
公
算
も
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
.そ 

れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
。
こ
れ
ら
'の
国(

々
が
常
に
共
同
歩
摩
の
み
.を

採

る

と

は

断

言

で

き

な

い

。

,'
ー
 

方

に

お

，
い

て

、

共

同

援

助

の

一
翼
を

担
う
と
共 

に
、
，
他

方.に
お
い
て
は
：
各
国
単
独
で
の
援
助
政
策
を
拡
充
す
る
可
能
性
も
、
相
当
に
強
い
ど
見
る
の
が
.妥
当
で
あ
る
。

こ
の
ょ
う
な
場
合
、
前
記
の
£

£

0に
.限
ら
ず
、
ィ
ギ
リ
ス
連
邦
と
か
、
沉
ア
メ
リ
ヵ
会
議
と
か
、
旧
来
の
組
織
を
も
つ
国
が
、
い
っ
そ
う
有 

利
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
や
が
て
0

©

0

0と
い
う
い
わ
ば
先
進
国
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
を
予
約
さ
れ
て
い
る
日
本
が
、
.こ
の
点
で
不
利
な
立 

場
に
お
か
れ
る
こ
と
は
、
自
明
と
い
え
ょ
う
。

ソ
連
邦
も
ま
たn

,

メ
：コ
ン
体
制
の
強
化
に
努
办
る
傍
ら
、
最
近
の
中
共
と
の
離
間
か
ら
、
と
く
に 

中
立
的
な
非
同
盟
国
グ
ル
ー
プ
へ
.の
工
作
を
進
め
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
し
て
先
進
諸
国
侧
に
お
け

る
国
際
協
調
体
制
が
進
展
す
る
反
面
で
は
、
弱
小
の
低
開
発
諸
国
は
、
い
わ
ば
国
際
共
同
植
民
地
の
地
位
に
堕
し 

な
い
た
め
に
、
共
同
の
防
禦
体
制
を
樹
立
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
提
言
し
て
お
こ
う
。

.三
、
そ
も
そ
も
地
域
化
運
動
の
進
行
の
背
後
に
は
、

一
九
五
〇
年
代
の
西
欧
先
進
諸
国
に
よ
.る

貿

易

•
•
為

替

の

自

由

化

に

限

界

が

近

付

い

た

こ

と
が
、
大
き
な
誘
因
を
•な
し
て
い
る
。

つ
ま
り
地
域
化
と
よ
ば
れ
る
諸
形
態
は
、
'
そ
れ
が
自
由
質
易
地
域
、
関
税
同
盟
、
共
同
市
場
、
さ
ら
に
は

(
注
ニ)

経
済
同
盟
の
形
を
と
る
.に
せ
よ
、.，基
本
的
に
は
、
新
方
式
に
よ
る
よ
り
大
な
.る
自
由
化
へ
の
ア
ブa

 

I
チ
と
解
釈
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
既
述 

の
如
く
、
こ
の
両
者
の
併
進
傾
向
を
指
摘
し
て
差
支
え
な
い
。
こ
と
に
現
代
の
地
域
化
は
、

一
九
三
〇
年
代
の
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
と
の
比
較
に
お
い 

て

::
:

一
大
強
国
を
：

&

心
と
す
る
勢
力
範
囲
：の
封
.鎖
的
独
占
を
企
図
す
る
も
の
•で
な
い
と
の
趣
旨
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
■

り
で
は
現
代.

の
地
域
化
，は
開
放
性
を
も
づ
も

.

の
と
評

.

価
で
き
る
。
し
か.

P

地
域
化

.

の
運
動
が>

 

肥
界
の
各
地
域
に
さ
ら
に
伝
播
•
普
及

. 

* '

•

••
.
.
.
•
-
.

广

•

,

.

 

、
 

.

'

•

 

•

'

 
*

 

»

 

，
丨
’

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
ノ
い
.き
お
い
域
内
優
先
、
域
外
差
別
の
原
則
が
次
^

に̂

表

面

化

す

る

こ

，と

に

な
ろ
う
。
，こ
の
.よ
う
な
際

に

、
.
各

地

域

グ

ル

ー 

プ
相
互
間
.
.の
：関
係
を
調
整
す
る
強
力
な
国
際
的
組
織
の
形
成
を
準
備
じ
て
お
か
な
い
と
、
嘗
て
，■の
.ブ
ロ
ッ
ク
.経
済
に
.類
似
し
た
性
格
の
も
の
に
転 

化
し
な
い
と
い
う
保
証
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
_

由
化
と
は
分
化
し
て
、
逆
に
世
界
経
済
関
係
の
縮

小
化
を
招
く
危
険
な
.し
と
し
な
い
。
，

.

. 

.

.

.

.

•
 

ハ

(

注
三)

今
春
開
催
を
予
定
さ
れ
て
い
る
国
連
の
世
界
貿
易
開
発
会
議
の
成
果
を
俟
つ
ま
で
■%
な
く
、
こ
う
し
た
問
題
を
グ
ロ
ー
、、ハ
ル
な
形
で
処
理
す
る 

恒
常
的
な
国
際
機
関
の
成
立
が
要
望
さ
れ
る
所
以
に
外
な
ら
な
い
。

'

.

.

'

'.
.
' 

♦

闼
、：

か
：ぐ
し
て
究
極
の
問
題.

は
、. -
低
開
発
諸
国
の
開
発
促
進
の
：可
能
性
を
：め
ぐ
っ
：て
、

.

醸
成
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つい
て
は
、

別
の
機
会
に
執

筆
し
た
の
で
？
こ
こ
で
は
練
返
さ
な
い
が
、
先
進
諸
国
侧
が
、：
よ
ほ

.

ど
の

.

善
意

.

を
以
て
7
そ
の
援
助
を
効
率
化
し
、

.

低
開
発
国
侧
か
ら
の
新
輸
出.

 

:

-

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

' 

. 

. 

• 

. 

' 

. 

. 

.
:

品
.に
対
し
：.て
ヶ
門
戸
を
開
放
す
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
る
。
 

：

.

こ
れ
に
対
1>
て
、
'低
開
発
国
侧
货
=
従
来
の
極
端
な
ナ
シ
7
ョ
ナ
リ
ズ
"
.ム
が
ら
0

反
撥
.に
反
省
を
細
え
る
.と
共
に
、
徒
ら
な
援
助
導
入
競
争
に
あ 

‘せ
>

こ
と
を
止
め
、
地
道
な
開
発
実
績
_の
向
.土
，に
努
め
冬
こ
と
が
、::
'
---
段
と
要
望
さ
れ
る
。
こ
と
に
す
で
に
.

y

言
し
た
如
く
、
弱
小
な
国
々
は
、
 

共
同
開
発
の
た
め
め
協
カ
措
置
を
促
進
す
る
必
荽
が
あ
る
^

筆
者
の
持
論
で
あ
る
-
開
発
共
同
体
^

の
形
成
は
ソ
こ
の
趣
旨
に
基
ぐ
‘も

®
^

.

る 
0

.

.

-
V 

, 

■ 

•

,

-

.
も

ち

，
ろ

ん
.こ
う
し
た
組
織
.の
構
成
は
、ハ
.
.い
.：う
べ
へ
く
1>
て
容
易
で
な
い
こ
.と
.は
明
白
，で
あ
る
0

:し
か
1;
.概
括
的
に
見
て
、
#

く
の
，低
開
発
諸
国
に

戦
後
世
界
経
済
の
諸
特
徴
>

.

1
1

(

一
九
七)

\ 

.. 

:

.

.•:
•

 

，
一

：
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.'
、
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'

.. 

:
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、
■

パ
 

.
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.

 

*
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パ
.
.'
, 

- 

.

.
•

.

 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.



^

.

.

^

1

.

 

三

(
一

•九
八) 

と
っ
て
，
：̂

く
と
も
.

1;:

九
'六
：0̂

代

：の

後

半

に

開

発

を

：軌

道

，に

乗

せ

、

.
一
九
.七
0

年
代
を
通
じ
-て
、'-
近
代
化
の
鬚
を
.推
進
す
.る
用
翥
と

3̂

が 

な
け
れ
ば
、
：恐
ら
く
既
述
の
再
転
落
の
運
命
に
陥
る
で
あ
ろ
ぅ
。
..
;:
•

_

.

.

.

. 

V 

.

.
こ
が
し
汔
悲
運
を
同
避
む
、
：姻
界
馨
に
お
け
.る
有
カ
な
第
_

市
場
と
じ
て
抬
頭
し
：ぅ
る
|

ば
：
そ
^
 

も
.属

さ
.な

•

 

•

 

.

*

 

こ

の

ょ

ぅ

な

諸

問

題
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